
                                    平成27年11月27日 

－1－ 

 

 

 

   今年の冬も CO２ 排出量削減に向け 
 

「ウォームビズ」を実施します！ 
 

京都銀行（頭取 土井 伸宏）では、今年度も１２月１日（火）から「ウォームビズ」

を実施しますのでお知らせいたします。 

本店をはじめ全店で暖房時の室温を１９℃に設定するなど、平成２５年度同期間対比

で電力使用量２％以上の削減を目標に節電に取り組みます。 

併せて、電力消費量の約３割を占める家庭部門においても積極的な節電を行うため、役職

員およびパートタイマーの各家庭でも「家庭における節電運動」を実施いたします。 

 なお、当行では昨年の冬は平成２５年度対比１％以上の削減を目指して節電活動に取

り組み、平成２６年４月に新設した金融大学校 桂川キャンパスを除く店舗合計では、

平成２５年度比３．４％削減しております。 

 ※金融大学校 桂川キャンパスを含む全体では０．７％削減いたしました。 

 今年も、平成２０年３月に制定した「環境方針」に基づいて策定した「環境プログラ

ム」に沿って、全行をあげて環境保全に取り組んでまいります。 

記 

１．「ウォームビズ」実施内容 

（１）実施期間 

平成２７年１２月１日（火）から平成２８年３月３１日（木）まで全店で実施 

（２）主な実施内容 

温度調節について 

・営業室の室温を１９℃とします。 

・ 退社予定時刻の１時間前を目処に空調を停止します。 

・店舗外ＡＴＭについても温度設定を見直します。等 

行員の服装について 厚手のアンダーウェアを着用するなどして調整します。 

電気の使用について 

・営業室・ロビー等日常点灯している照明を 25％間引きます。 

・長時間離席する際のパソコン電源をオフにするなど、使用頻度

の低い機器の電源オフを徹底します。等 

その他 

「ウォームビズチェックリスト」を制定し、温度調節や電気の

使用に関して各施策の実施状況を月３回（１０日、２０日、

月末）を目処に検証します。 
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２．家庭部門（当行役職員・パートタイマー 等）での取組内容 

 家庭部門においても、役職員・パートタイマー等は、引き続き家族一丸となって

積極的に節電に取り組みます。 

取組内容 

・エアコンは室温２０℃を目安に設定。 

・電気カーペットは人のいるところだけ暖める。 

・日中は照明を消して、夜間も同じ部屋で過ごすなど、利用を減らす。 

・テレビは省エネモードに設定するとともに画面の輝度を下げ、必要

なとき以外は主電源を消す。 

・長時間使わない機器はコンセントからプラグを抜く。 等 

＜ご参考＞ 

１．「第二次環境プラン（平成 26年度～平成 28年度）」について 

数 値 目 標 
電気、ガス、ガソリンの各使用量について 
平成 25年度を基準として毎年 1％以上の削減 

銀行本体の取り組み 

○省エネ活動の推進 
○環境に配慮した店舗づくり 
○省資源化とリサイクル 
○情報開示 

お客様･地域社会に 

向けた取り組み 

○森林保全活動 
○環境配慮型商品・サービス 
○地域の環境プロジェクトとの連携 

役職員の取り組み 
○家庭におけるエコライフ 
○環境ボランティア 

２．平成２７年度「環境プログラム」について 

銀行全体の取り組み 

＜数値目標＞ 

電気、ガス、ガソリンの

各使用量について、平成

25 年度を基準として 2％

以上の削減 

 

 

○省エネ活動の推進 

・クールビズ、ウォームビズの実施 
・エネルギー使用管理システムの活用 等 

○環境に配慮した店舗づくり 

・新築店舗等における環境配慮型設備（ＬＥＤ照明、太陽光発電パネルなど）の導入 
・環境配慮型車両の導入 
・東長岡支店の設備の検証と他店での応用 等 

○省資源化とリサイクル 

・行内廃棄文書類のリサイクル 
・ペーパレス化 等 

○情報開示 

・環境展示会などへの出展 
・ディスクロージャー誌、ホームページなどへ環境に関する取り組みを記載 等 

 

 

お客様･地域社会に向けた取り組み 

 

 

役職員の取り組み 

○森林保全活動 

 ・「日本の森を守る地方銀行有志の会」、「京都モデルフォ
レスト協会」への積極的参加 
・ 「京銀ふるさとの森」、「京銀まなびの森」の育成 
・ 「京銀ふれあいの森」の保全活動の一層の充実と間伐材等
の利用促進検討 等 

○環境配慮型商品・サービス 

 ・環境関連商品の推進 
 ・持続可能な社会の形成に向けた金融行動原則参加 

○地域の環境プロジェクト等との連携 

 ・地域の環境プロジェクト等と連携した実証実験参加を検討 等 

○家庭におけるエコライフ 

・家庭における節電への取り組み 等 

○環境ボランティア 

・「京銀ふるさとの森」、「京銀ふれあいの森」、「京
銀まなびの森」などの環境ボランティア活動への
参加 等 

以  上 


